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Q　

諫
早
湾
締
め
切
り
前
と
現
在
の
漁
獲
量

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

島
原
市
内
の
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
漁

獲
量
は
、
平
成
八
年
が
千
八
十
八
ト
ン
、
平

成
二
十
三
年
が
四
百
二
十
八
ト
ン
で
あ
る
。

Q　

今
年
も
ノ
リ
の
色
落
ち
等
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

A　

二
月
に
入
り
、
一
部
漁
場
で
ノ
リ
の
色

落
ち
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Q　

漁
業
者
の
方
は
潮
の
流
れ
が
変
わ
っ
た

た
め
に
漁
獲
量
が
減
っ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
あ
る
か
。

A　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
諫
早
湾
外
の
潮

の
流
速
に
つ
い
て
は
、
変
化
の
傾
向
は
み
ら

れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Q　

効
果
的
な
漁
業
振
興
の
た
め
に
は
、
漁

業
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

A　

現
場
や
各
種
協
議
会
で
、
漁
業
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

Q　

高
規
格
道
路
予
定
地
で
つ
ぶ
れ
る
農
地

の
幅
と
面
積
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

A　

詳
細
な
数
字
は
わ
か
ら
な
い
が
、
道
路

本
線
部
で
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
程
度
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
部
で
幅
五
十
メ
ー
ト
ル
程
度

と
の
説
明
が
さ
れ
て
お
り
、
約
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
度
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

Q　

道
路
建
設
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
は
行

う
の
か
。

A　

こ
の
事
業
は
法
律
に
基
づ
く
環
境
影
響

評
価
の
対
象
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年

四
月
か
ら
二
十
六
年
一
月
に
か
け
て
、
大
気
、

騒
音
、
動
植
物
な
ど
の
現
地
調
査
を
県
が

行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
地
元
説
明
会
の
中
で
説
明
す
る
予
定
だ

と
聞
い
て
い
る
。

Q　

つ
ぶ
れ
る
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
生
み
出
す

農
産
物
の
生
産
額
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

A　

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
約
一
億
五
千

万
円
と
計
算
し
て
い
る
。

Q　

農
家
に
と
っ
て
は
農
地
を
失
う
こ
と
に

な
る
が
、
補
償
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

農
業
が
衰
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
代
替
地
の
確

保
等
も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
子
育
て
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Q　

県
の
予
算
に
よ
る
島
原
病
院
の
小
児
科

医
師
確
保
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

A　

現
在
、
島
原
病
院
の
小
児
科
は
休
診
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
島
原
病
院
を
研

究
拠
点
と
し
た
長
崎
大
学
の
島
原
地
域
小
児

医
療
学
講
座
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

二
名
の
小
児
科
医
が
常
勤
し
、
本
年
四
月

か
ら
小
児
科
診
療
が
再
開
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
長
崎
県
地
域
医
療
再
生
基
金
を

活
用
し
た
小
児
の
休
日
診
療
も
平
成
二
十
七

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
、
小
児
医
療
の
充
実
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
導
入
は
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
。

A　

二
十
六
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
診
に
お
い
て
、
四
十
歳
か
ら
七
十
歳
ま

で
の
五
歳
刻
み
の
年
齢
に
到
達
す
る
方
を
対

象
に
、
採
血
し
た
血
液
を
利
用
し
て
、
無

料
で
ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
萎
縮
性
胃
炎
を
調
べ

る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
抗
体
検
査
を
同
時
に
実
施

し
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
の
危
険
度
を
判
定
し
て

予
防
や
早
期
発
見
に
役
立
て
る
も
の
で
あ

る
。

Q　

消
費
税
増
税
に
伴
う
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
額
分
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ

る
の
か
。

A　

地
方
消
費
税
率
が
一
％
か
ら
一
・
七
％

と
な
り
、
島
原
市
に
交
付
さ
れ
る
地
方
消
費

税
交
付
金
は
二
十
五
年
度
と
比
較
し
て
約

一
億
二
千
万
円
の
増
収
と
な
る
。
こ
の
増
収

分
は
国
と
同
様
に
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

Q　

島
原
市
が
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
よ
る
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

A　

県
内
十
三
市
の
中
で
は
十
一
番
目
の
指

定
と
な
る
が
、
こ
の
現
実
を
直
視
し
、
危
機

感
を
持
っ
て
少
子
化
対
策
、
若
い
世
代
の
応

援
、
産
業
振
興
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

Q　

八
年
後
の
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
開

通
に
向
け
て
、
観
光
や
交
流
人
口
拡
大
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
Ｊ
Ｒ
や
島
原

半
島
三
市
を
含
む
官
民
の
団
体
に
よ
る
島

原
半
島
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
消
防
団
支
援
法
の
成
立
に
つ
い
て

▼
地
域
漁
業
振
興
と
「
宝
の

海
」
有
明
海
再
生
に
つ
い
て

▼
高
規
格
道
路
建
設
と
農
業

振
興
の
関
わ
り
に
つ
い
て

▼
島
原
市
の
展
望
と
節
目
の

捉
え
方
に
つ
い
て
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▼
施
政
方
針
に
つ
い
て

▼
消
費
税
増
税
に
つ
い
て


